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2025年８月７日 

各  位 

会 社 名  株式会社チャーム・ケア・コーポレーション 

代表者名  代表取締役会長兼ＣＥＯ  下 村 隆 彦 

（コード 6062 東証プライム市場） 

問合せ先  取締役執行役員      前 田 好 彦 

電  話 06－6445－3389 

連結業績予想および個別業績予想と実績値との差異に関するお知らせ 

2025年６月期通期の業績について、2024年８月８日公表いたしました連結業績予想および 2024年

11月５日に公表いたしました個別業績予想との差異が下記のとおり生じましたので、お知らせいたし

ます。 

記 

１．連結業績予想と実績値との差異 

（１）2025年６月期連結業績予想数値と実績値との差異（2024年７月１日～2025年６月 30日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する 

当期純利益 

１株あたり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

50,150 

百万円 

4,905 

百万円 

5,015 

百万円 

4,765 

円 銭 

145.90 

実績値（Ｂ） 46,673 3,845 4,024 2,936 89.89 

増減額（Ｂ－Ａ） △3,476 △1,059 △990 △1,828 △56.01 

増減率（％） △6.9％ △21.6％ △19.8％ △38.4％ △38.4％ 

（ご参考）前年同期実績 

（2024年６月期） 
47,829 5,386 5,817 4,276 130.97 

 

（２）差異の理由 

当期におきましては、当社グループが運営する有料老人ホームの自社所有不動産売却による特

別利益を見込んでおりましたが、売却予定としていた３物件の売却が延期となりました。これに

より特別利益の計画比が大幅未達となり、親会社株主に帰属する当期純利益が前回予想を下回り

ました。 

また、不動産事業につきまして、収益物件２案件の売却価格が想定を大きく下回り、連結売上

高および各段階利益の計画未達要因となりました。 

介護事業につきましては、冬期にご入居者様のご逝去による退去が増加し、３月以降の入居促

進により一定程度の挽回はできたものの、入居率の計画を回復するまでには至らず、連結売上高

および各段階利益の計画未達要因となりました。 
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２．個別業績予想と実績値との差異 

（１）2025 年６月期通期個別業績予想数値と実績値との差異（2024 年７月１日～2025 年６月 30 日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株あたり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

44,160 

百万円 

4,585 

百万円 

5,695 

百万円 

5,360 

円 銭 

164.12 

実績値（Ｂ） 41,865 3,488 4,770 3,581 109.65 

増減額（Ｂ－Ａ） △2,294 △1,096 △924 △1,778 △54.47 

増減率（％） △5.2％ △23.9％ △16.2％ △33.2％ △33.2％ 

（ご参考）前期実績 

（2024年６月期） 
44,547 5,180 5,750 4,325 132.47 

 

（２）差異の理由 

１．（２）差異の理由に記載と同様であります。 

 

以 上 


